
令和５年

10月21日（土）

午後1時30分～3時30分

講師
ごとう けいこ

後藤 敬子 氏

ごっと助産院 院長

令和５年度 酒田市男女共同参画推進センター【ウィズ講座】

『安心の中で過ごすことが、どれだけ健康的になれるか知りました。誰かのために、もう少しこの力を生かしたい！』

心地よい家族になるため、男性の育児休業、家事シェア、

家族関係のあり方を学んで、誰もが家庭でも仕事でも活躍できる

「令和モデル」に切り替えてみませんか。

昭和世代の皆さまも、心に響く講師の後藤敬子さんのお話を聴いて、

健康的に豊かな人生を送りましょう！

私は、多くの方々から「ごっとさん」と呼ばれています。当初、後藤の「ごっと」だと思っていたら、『私の差し出した手から
救われて、まるで神様のようだったから“ごっとさん”なのだ。』と、名付けてくれた高校生が明かしてくれました。

“ごっとさん”
の由来

酒田市公益研修センター 2Ｆ 中研修室
（東北公益文科大学内：酒田市飯森山三丁目5-1 ）

どなたでも 先着４０名

申込 市男女共同参画推進センター・ウィズへ 電話・FAX・メール・右記申し込みフォーム
・TeL 0234-26-5616  ・Fax 0234-26-5617
・メール with＠city.sakata.lg.jp

託児 【定員3名】満１歳から就学前児童
1人５００円 ※10月13日（金）までウィズへ
FAXでお申込みの方は、裏面のFAX申込書にご記入の上ご送信ください。

▼申し込みフォーム

「あなたらしく わたしらしく 暮らせるまち」

～まわりの人のことも、自分自身のことも認め合い、その能力を最大限発揮できるまち～

の

家族たち
～家事 ・ 育 児 シ ェ ア で 、 心 地 よ い 家 族 へ ～



-------------------------- FAX申込書 -------------------------------

令和５年１０月２１日（土）開催 酒田市男女共同参画推進センター ウィズ講座

「 “ごっとさん”にきく！令和モデルの家族たち～家事・育児シェアで心地よい家族へ～ 」

《あて先》酒田市男女共同参画推進センター・ウィズ FAX.0234-26-5617

託 児 希 望

お子さんの名前
（よみがな）年齢

氏 名 連絡先（電話番号）
お住まいの
市町村

年 代

１０代・２０代・３０代
４０代・５０代・６０代～

■申込み・問合せ先

〒998-0044

酒田市中町3丁目4番５号 酒田市交流ひろば内

酒田市地域創生部地域共生課 男女共同参画係

酒田市男女共同参画推進センター・ウィズ

電 話 0234-26-5616

FAX 0234-26-5617

E-mail with＠city.sakata.lg.jp

ウィズイベント情報はこちら ☞

※いただいた個人情報は、本申込以外の目的では使用いたしません。

（ 才 ヶ月）

（ 才 ヶ月）

※３人以上託児を希望される方は、下記問い合わせ先まで連絡ください。

★講座会場（酒田市公益研修センター）

講師プロフィール：ごっと助産院 院長後藤 敬子（ごとうけいこ） 氏
≪学歴・職歴≫
日本医科大学医学部附属高等看護学院（S50年4月～S53年3月）
千葉大学医学部附属助産婦学校（S53年4月～S54年3月
山形県旧八幡町就職 旧町立八幡病院勤務（S54年4月～H5年3月）
旧八幡町役場 八幡町保健福祉課に異動 母子保健担当（H5年4月～H4年3月）
酒田市立八幡病院に勤務。訪問看護師長で定年退職（H14年4月～H29年3月）
酒田市健康福祉部 健康課で 母子保健コーディネーター
助産師として子育て世代地域包括支援センターを立ち上げ退職（H29年4月～R2年３月）
ごっと助産院を開設。院長として活動中（R2年６月～現在）

≪荘内日報に「ごっとさん、どうしよう」を毎月掲載≫
第２９回 母子保健奨励賞受賞 毎日新聞社賞受賞（Ｈ19年11月）
同日 皇太子両殿下（現在の令和天皇）よりお祝いのお言葉を賜る
後藤敬子著書『ごっとさん どうしよう ～思春期をめぐるＳＯＳ～』荘内日報社より出版（Ｈ20年8月11日）
山形県家庭教育アドバイザーとして任命され継続中（Ｈ21年４月～）
酒田市広報に各月で「大切な人へ」を掲載中（Ｈ29年～現在）

※ 平成８年、町内の中学から始まった命の教室や思春期教室は、現在、近隣の市町村のみならず、県内の小中高校で継続中。
加えて、妊娠中の両親学級、保育園、乳幼児期の子育て講演会、小中高生の保護者や一般の方々からの講演依頼も多い。携
帯電話を通じ、中高生や妊産婦さん、子育て中の両親のために開設した相談窓口では多くの相談を受けている。開業後も、助産
師として、次世代を担う子どもたちと各世代の親たちの幸せを願い「命の尊さ、生きる力の大切さ」を伝えていきたいと活動している。


